
 

山形市上野最終処分場第二期整備事業の計画段階環境配慮書について 

 

１ 対象事業の概要                                

（１）事業者 

山形市長 佐藤 孝弘 

（２）事業の種類及び規模 

一般廃棄物最終処分場の規模の変更 

・埋立容量の増加 243,529 ㎥ 

（最終埋立量 750,000 ㎥） 

（条例別表第３号「廃棄物処理施設の建設 

事業」で埋立容量が 15 万立方メートル 

以上増加するものに該当） 

・参考：敷地面積 109,893 ㎡(変更無)、 

埋立地面積 57,502 ㎡ 

(増設前 43,970 ㎡) 

（３）事業実施想定区域 

山形市蔵王上野、 

上山市権現堂地内 

（４）関係地域 

山形市、上山市 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 環境影響評価手続きの実施状況及び今後の予定                  

  ○配慮書の公表           ：令和３年１月 15 日 

 ○配慮書の縦覧           ：令和３年１月 18 日 ～ ２月 17 日 

 ○配慮書に対する一般意見の受付期限 ：令和３年２月 17 日 まで 

 ○環境影響評価審査会の開催     ：令和３年３月８日 

 ○県知事意見の事業者への通知    ：令和３年３月下旬（予定） 

資料Ⅰ―１ 

 

位置図※ 

事業実施想定区域 

 

 

平面図※ 

第 1期埋立地 

事業実施想定区域 

第 2期埋立地 

上山市権現堂 

山形市蔵王上野 

※ 国土地理院発行の電子地形図を使用。 

 


